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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人

日本保安用品協会（JSAA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業

規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が

改正した日本産業規格である。これによって，JIS T 8022:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 工業標準化法に基づき行われた申出，日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法

等の一部を改正する法律附則第 9 条により，産業標準化法第 12 条第 1 項の申出，日本産業標準

調査会の審議等の手続を経たものとみなされる。 
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日本産業規格          JIS 
 T 8022：2020 
 

熱及び火炎に対する防護服－火炎伝ぱ性試験方法 

Protective clothing against heat and flame- 

Method of test for limited flame spread 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 2 版として発行された ISO 15025 を基とし，使用上の利便性を考慮するため技

術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉛直に張られた単層又は複数層（コーティング構造，キルティング構造，多層構造，サン

ドウィッチ構造，類似の組合せ構造など）の生地で構成する防護服材料が規定の小火炎にさらされたとき

に示す火炎伝ぱ特性を試験するための二つの方法（表面着火及び下端着火）について規定する。この規格

は，空気供給が制限されている状況又は広範囲で強い熱源にさらされる状況には適さない。この試験方法

は，広範囲に溶融又は収縮を起こす材料については，適用しない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 15025:2016，Protective clothing－Protection against flame－Method of test for limited flame 

spread（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，ISO/TR 11610 によるほか，次による。 

3.1 

残炎時間（afterflame time） 

着火源を取り除いた後も火炎が持続している時間。 

注記 1 規定した試験条件において，着火源を取り除いた後も材料自体が火炎を上げて燃え続けてい

る時間とも定義される。 

注記 2 残炎時間は，秒単位で測定し報告される。 


